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奥

山

雅

彦

郷

土

の

記

録

昭
和
三
十
五
年
頃
の
新
得
郵
便
局

一
、
区
内
の
概
況

今
か
ら
五
十
年
以
上
も
前
、
昭
和
三
十
五
年

頃
の
区
内
全
域
の
道
路

（
一
九
六
〇
）

は
国
道
三
八
号
線

本
通
り

を
含
め
末
舗
装
の
砂
利
道
で
あ
っ
た
。
加
え
て
市
街
地

（

）

か
ら
佐
幌
高
台
へ
続
く
五
本
の
砂
利
道
は
勾
配
が
あ
り
、
自
転
車
に
よ
る
郵
便
配
達
は

苦
労
が
多
か
っ
た
。

北
新
得
、
福
山
、
広
内
、
南
新
得
の
地
域
は
小
さ
な
沢
の
奥
ま
で
生
活
道
路
、
人
家

が
あ
り
、
特
に
福
山
は
狩
勝
峠
の
下
辺
り
ま
で
人
が
住
ん
で
い
て
、
馬
車
幅
の
沢
沿
い

の
上
り
道
は
自
転
車
を
押
し
て
の
配
達
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
道
か
ら
福
山
道
路
に
入

る
と
ほ
ぼ
正
面
に
狩
勝
峠
を
登
っ
て
い
る
列
車
を
見
る
こ
と
も
あ
り
、
千
分
の
二
五
の

勾
配
を
喘
ぎ
な
が
ら
も
力
強
く
登
る
機
関
車
の
ド
ラ
フ
ト

音
の
響
き
が
聞
こ

（
排
気
）

え
て
き
て
い
た
。

大
き
な
通
り
か
ら
農
家
へ
の
入
り
口
に
は
集
乳
缶
の
置
き
台
が
あ
り
、
搾
乳
さ
れ
た

牛
乳
が
集
乳
所
へ
運
ば
れ
て
い
た
。
出
す
前
の
集
乳
缶
は
小
川
な
ど
で
冷
却
さ
れ
て
い

て
、
農
家
の
住
居
は
沢
沿
い
な
ど
生
活
用
水
を
供
給
で
き
る
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
た
。

た
だ
、
佐
幌
、
上
佐
幌
は
高
台
の
た
め
小
川
な
ど
が
少
な
く
水
を
確
保
す
る
の
に
難
儀

さ
れ
て
い
て
、
井
戸
を
掘
っ
た
り
ポ
ン
プ
を
打
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
量
は
少
な
く
、

さ
ら
に
カ
ナ
ケ
が
多
い
た
め
良
質
の
飲
用
水
は
充
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
し
、

牛
馬
に
与
え
る
毎
日
の
水
の
確
保
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
よ
う
だ
。

当
時
の
農
村
地
帯
は
佐
幌
、
上
佐
幌
の
一
部
で
は
買
電
で
電
灯
生
活
が
行
わ
れ
て
い

た
し
、
ま
た
北
新
得
で
は
沢
を
利
用
し
た
水
車
に
よ
る
自
家
発
電
を
行
っ
て
い
た
家
も

あ
っ
た
が
、
農
家
の
多
く
は
ま
だ
ラ
ン
プ
の
生
活
で
あ
っ
た
。
当
然
電
気
電
話
の
電
柱

は
少
な
く
農
協
の
有
線
放
送
用
の
細
い
木
柱
が
農
家
の
軒
先
ま
で
続
い
て
い
た
。
農
協

か
ら
の
情
報
伝
達
は
有
線
放
送
で
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
た
め
農
家
の
茶
の
間
に
は
常

時
つ
け
っ
ぱ
な
し
の
有
線
ラ
ジ
オ
が
あ
っ
た
。
有
線
か
ら
は
流
行
歌
な
ど
も
流
れ
て
い

て
農
家
の
娯
楽
に
な
っ
て
い
た
し
、
農
家
の
情
報
源
は
日
刊
紙
（
北
海
道
新
聞
、
北
海

タ
イ
ム
ス
、
日
本
農
業
新
聞
な
ど
）
と
月
刊
「
家
の
光
」
で
、
日
刊
紙
は
郵
便
物
と
し

て
配
達
し
て
い
た
。
当
時
は
日
曜
日
も
郵
便
配
達
が
行
わ
れ
て
い
て
、
毎
日
同
じ
時
間

帯
に
赤
い
自
転
車
が
通
り
、
ま
た
汽
車
も
走
る
の
で
、
農
作
業
の
人
の
時
刻
の
目
安
に

な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

三
十
五
年
頃
は
、
ど
の
住
宅
に
も
ま
だ
郵
便
受
け
箱
と
か
郵
便
差
入
れ
口
と
い
う
も

の
が
な
く
、
家
人
に
挨
拶
を
交
え
て
郵
便
物
を
手
渡
し
し
て
い
た
し
、
施
錠
し
て
い
る

家
も
な
か
っ
た
の
で
不
在
の
時
は
玄
関
の
上
が
り
框
に
郵
便
物
を
置
い
て
き
て
い
た
。

ま
た
、
砂
利
道
の
自
転
車
に
よ
る
作
業
の
た
め
、
配
達
各
区
ご
と
に
農
家
に
依
頼
し
休

憩
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
柾
葺
き
屋
根
、
板
張
り
壁
の
平
屋
住
宅
が

ほ
と
ん
ど
で
、
農
家
は
さ
ら
に
趣
の
あ
る
縁
側
を
構
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
夏

、

。

だ
と
そ
の
縁
側
で
配
達
員
は
休
憩
さ
せ
て
も
ら
い

街
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
た

新
得
市
街
地
は
、
本
通
り
南
一
か
ら
三
丁
目
、
本
通
り
北
一
か
ら
三
丁
目
、
さ
ら
に

番
外
地
に
多
く
の
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
線
路
か
ら
新
得
寺
の
あ
る
西
側
に
小
学

校
、
中
学
校
が
あ
り
、
三
十
五
年
の
両
校
在
籍
児
童
数
は
一
、
六
二
六
人
で
校
下
人
口

の
二
十
五
％
く
ら
い
を
占
め
て
い
た
。
主
な
通
学
路
と
な
る
駅
北
側
踏
切
に
は
踏
切
り

番
が
い
た
し
、
も
う
一
つ
の
通
学
路
で
あ
る
本
通
り
か
ら
新
得
寺
へ
通
じ
る
線
路

ガ
（

ー
ド

下
に
も
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
の
列
が
あ
っ
た
。
当
時
、
新
内
や
一
部
の
北
新

）

得
の
新
得
中
学
の
生
徒
は
早
朝
の
貨
物
列
車
の
車
掌
室
な
ど
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
の
通

学
で
あ
っ
た
か
ら
冬
期
は
親
も
生
徒
も
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
う
。

五
十
年
以
上
も
前
の
市
街
地
に
は
国
鉄
の
各
施
設
、
鉄
道
官
舎
が
多
く
建
ち
並
び
、

新
得
駅
か
ら
は
拓
鉄
線
の
路
線
が
鹿
追
町
東
瓜
幕
ま
で
あ
り
、
拓
殖
鉄
道
の
本
社
も
あ

っ
て
、
新
得
は

鉄
道
の
街

と
い
わ
れ
、
活
気
が
あ
っ
た
。

“

”

市
街
地
の
通
り
は
人
の
行
き
来
が
多
く
、
馬
の
引
く
荷
を
積
ん
だ
保
道
車
が
往
来
を
通

行
し
て
い
た
し
、
ど
こ
の
街
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
地
元
の
商
店
で
生
活
用
品
等

が
賄
え
、
商
店
自
体
の
商
い
も
成
り
立
っ
て
い
て
、
町
全
体
で
自
給
自
足
が
で
き
て
い

た
。
日
常
生
活
は
薪
や
石
炭
ス
ト
ー
ブ
で
煮
炊
き
や
暖
を
と
っ
て
い
た
時
代
で
、
煙
突

か
ら
の
煙
が
夏
冬
問
わ
ず
街
中
に
た
な
び
い
て
い
た
。

市
街
地
の
地
形
は
、
福
山
入
口
で
水
準
点
一
九
〇
・
二
ｍ
、
拓
鉄
近
く
で
一
八
〇
・

六
ｍ
で
南
北
に
標
高
差
約
一
〇
ｍ
。
等
高
線
で
、
小
学
校
付
近
で
標
高
二
〇
〇
ｍ
、
現

在
の
国
道
近
く
で
一
八
〇
ｍ
で
東
西
に
標
高
差
約
二
〇
ｍ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
直
線
距
離
が

南
北
で
約
二
・
三
㎞
、
東
西
で
約
一
・
〇
㎞
で
あ
る
か
ら
当
然
距
離
が
短
く
高
低
差
の

多
い
東
西
に
坂
の
多
く
な
る
地
形
に
な
っ
て
く
る
。
特
に
本
通
北
と
一
条
通
北
の
間
、

郵
便
局
の
裏
は
断
崖
に
近
い
段
差
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
九
号
番
外
地

現
在
の
本
通
北

（

、

、

、

四
丁
目

の
新
得
橋
付
近
は
線
路

道
路

佐
幌
川
が
隣
接
し
て
段
差
を
も
っ
て
並
び

）

そ
れ
ぞ
れ
高
さ
二
ｍ
く
ら
い
の
石
垣
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
石
垣
に
は
石

切
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

市
街
地
は
川
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
南
北
に
佐
幌
川
、
東
西
に
ペ
ン
ケ
、
パ
ン
ケ
シ
ン

、

、

。

、

ト
ク
川

中
新
得
川

ペ
ン
ケ
オ
タ
ソ
イ
川
が
街
に
入
り
込
ん
で
い
た

中
新
得
川
は

新
得
寺
か
ら
本
通
り
へ
線
路
下
を
歩
道
と
並
ん
で
流
れ
、
市
街
地
の
中
央
部
を
横
断
、

佐
幌
川
に
合
流
し
て
い
た
。
当
然
、
通
り
に
橋

木

の
多
い
市
街
地
で
も
あ
っ
た
。

（

）

市
街
地
を
流
れ
る
護
岸
の
な
い
こ
れ
ら
自
然
河
川
は
子
ど
も
ら
の
格
好
の
遊
び
場
で

あ
り
、
カ
ジ
カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ウ
グ
イ
な
ど
が
多
く
棲
息
し
て
い
た
。

五
十
年
以
上
も
前
の
新
得
は
ま
だ
ま
だ
自
然
が
豊
か
で
の
ど
か
な
街
で
あ
っ
た
。
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二
、
新
得
郵
便
局

開
局
は
新
得
に
鉄
道
の
開
通
し
た
翌
年
、
明
治
四
十
一
年

四
月
で
、

（
一
九
〇
八
）

平
成
二
十
四
年

で
開
局
一
〇
四
年
に
な
る
。

（
二
〇
一
二
）

因
み
に
、
十
勝
最
初
の
郵
便
局
は
明
治
八
年

開
設
の
広
尾
局
で
、
新
得

（
一
八
七
五
）

は
十
七
番
目
、
屈
足
は
二
十
七
番
目
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

、

、

、

昭
和
三
十
五
年
頃
の
郵
便
局
は
郵
政
省
の
組
織
に
属
し
て
い
て

郵
便

郵
便
貯
金

簡
易
保
険
の
三
事
業
を
全
国
二
万
の
郵
便
局
で
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
委
託
業
務
と

し
て
日
本
電
信
電
話
公
社
の
電
報
、
電
話
交
換
業
務
、
日
本
放
送
協
会
の
放
送
聴
取
契

約
取
次
ぎ
、
聴
取
料
集
金
業
務
を
三
事
業
と
と
も
に
行
っ
て
い
た
。

新
得
局
舎
は
国
の
所
有
で
国
有

郵
政
省

局
舎
。
屈
足
局
は
郵
政
互
助
会
、
新
内

（

）

局
は
私
有

個
人

、
ト
ム
ラ
ウ
シ
簡
易
局
は
私
有

開
拓
農
協

、
岩
松
簡
易
局
も
私

（

）

（

）

有

農
協

で
、
屈
足
、
新
内
は
借
入
局
舎
と
し
て
局
舎
の
使
用
料
を
郵
政
省
が
払
っ

（

）

て
い
た
。
ト
ム
ラ
ウ
シ
と
岩
松
簡
易
局
は
開
拓
農
協
と
農
協
に
事
務
を
委
託
す
る
契
約

な
の
で
建
物
の
賃
貸
関
係
は
な
か
っ
た
。

郵
便
局
の
種
類
と
し
て
集
配
郵
便
局
、
無
集
配
郵
便
局
、
簡
易
郵
便
局
が
あ
り
、
新

得
、
屈
足
、
新
内
は
配
達
業
務
を
行
う
集
配
郵
便
局
で
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
と
岩
松
簡
易
局

は
切
手
類
の
販
売
、
小
包
の
引
受
け
、
貯
金
の
受
払
い
等
、
窓
口
の
一
部
業
務
を
委
託

で
請
け
負
っ
て
い
た
。

新
得
局
は
局
種
と
し
て
は
特
定
郵
便
局
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、
特
定
郵
便
局
は
規
模

の
小
さ
な
局
で
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
局
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
帯
広
局
な
ど
大
き
な
局
は

普
通
郵
便
局
と
い
わ
れ
、
十
勝
に
は
十
勝
池
田
と
二
局
だ
け
で
、
帯
広
局
は
十
勝
の
統

括
局
と
し
て
管
内
の
職
員
の
給
与
事
務
な
ど
を
受
け
持
っ
て
い
た
。

た
だ
、
特
定
、
普
通
と
い
う
呼
称
は
あ
く
ま
で
も
部
内
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

局
長
は
特
定
郵
便
局
長
と
い
わ
れ
、
不
転
勤
制
度
に
よ
っ
て
当
該
局
長
に
な
る
と
原

（
一

則
転
勤
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
明
神
文
太
郎
局
長
は
二
十
九
年

局
長
に
昇
任
し
て
赴
任
、
三
十
五
年

六
月
ま
で
新
得
局
長
で
あ

九
五
四
）

（
一
九
六
〇
）

っ
た
。
後
任
は
高
杉
千
秋
が
帯
広
局
か
ら
着
任
し
た
。

新
得
郵
便
局
長
の
下
に
局
長
代
理

二
名

主
事

二
名

名

当
務

（

）

（

）

主
任
（
六

）

→

→

→

者

二
十
六
名

の
指
揮
命
令
系
統
が
あ
っ
た
。
身
分
は
国
家
公
務
員
で
あ
っ
た
が
、

（

）

当
時
の
職
員
採
用
方
法
は
縁
故
に
よ
る
地
元
採
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

三
十
五
年
頃
は
馬
そ
り
に
よ
る
冬
山
造
材
が
盛
ん
で
、
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
で
新
潟
、

富
山
な
ど
か
ら
作
業
に
従
事
す
る
農
家
の
人
た
ち
が
多
く
来
て
い
た
。
稼
ぎ
を
仕
送
り

す
る
人
た
ち
で
当
時
の
郵
便
窓
口
は
混
み
合
っ
て
い
た
し
、
家
族
と
の
小
包
の
発
着
も

多
か
っ
た
。

新
内
局
は
、
四
十
一
年

十
月
新
狩
勝
線
開
通
に
伴
い
廃
局
と
な
り
、

（
一
九
六
六
）

新
得
局
に
統
合
さ
れ
た
。
岩
松
簡
易
局
は
、
五
十
六
年

十
月
戸
数
減
少

（
一
九
八
一
）

（
一
九
六
九
）

に
よ
り
廃
局
と
な
っ
た
。
ま
た
、
委
託
業
務
の
電
話
交
換
は
四
十
四
年

三
月
、
そ
れ
ま
で
の
電
話
交
換
手
の
手
動
に
よ
る
接
続
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
式
自
動
に
交
換

化
さ
れ
、
こ
の
効
率
化
に
よ
り
職
員
十
六
名
が
配
転
、
退
職
し
た
。

町
内
三
局
の
受
持
ち
戸
数
、
人
口

（
一
）

局
別

区
域

戸
数

人
口

備
考

新
得

市
街
地

一
、
〇
九
六

四
、
七
〇
五

南
新
得

五
二

三
二
五

広
内

一
八
三

九
二
八

種
畜
場
公
宅
含
む

福
山

五
〇

二
七
一

福
山
小
学
校
校
宅
含
む

北
新
得

五
九

三
三
三

上
佐
幌

一
〇
〇

六
四
四

上
佐
幌
小
学
校
校
宅
含
む

佐
幌

一
一
一

七
〇
〇

佐
幌
小
学
校
校
宅
含
む

小
計

一
、
六
五
一

七
、
九
〇
六

新
内

七
〇

三
八
一

屈
足

九
九
九

四
、
七
七
六

新
得
町

二
、
七
二
〇

一
三
、
〇
六
三

☆
新
得
、
新
内
局
は
保
存
資
料
に
基
づ
い
た
三
十
五
年
の
計
数
で
あ
る
が
、
屈
足

局
に
は
こ
の
資
料
の
保
存
が
な
く
、
当
該
年
の
町
の
戸
数
、
人
口
か
ら
逆
算
し

て
屈
足
分
を
算
出
し
て
い
る
。

三
局
の
職
員
数

（
二
）

局
別

職
員
数

男

女

内
務

外
務

内
務

外
務

電
話
交
換

新
得

三
七

一
一

一
八

一

七

新
内

七

三

三

一

屈
足

二
一

七

九

五

委
託
業
務
の
受
持
ち
件
数

（
三
）

（

）

局
別

電
話
加
入
数

Ｎ
Ｈ
Ｋ
契
約
数

テ
レ
ビ
は
白
黒

テ
レ
ビ
普
及
率

加
入
数

普
及
率

ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ

新
得

一
七
四

一
〇
・
一
％

一
、
一
九
一

一
五
八

九
・
六
％

新
内

四
五

一
三

一
八
・
六
％

屈
足

一
〇
七

一
〇
・
七
％

資
料
な
く
契
約
数
不
明

。

＊

ま
で
の
計
数
は
昭
和
三
十
五
年

四
月
一
日
現
在
で
あ
る

（
一
）
～
（
三
）

（
一
九
六
〇
）

四

郵
便
配
達
作
業
等

(
)配

達
作
業
は
十
の
配
達
区
に
分
け
、
日
曜
日
も
郵
便
配
達
を
行
っ
て
い
て
年
中
無

休
。
市
内
区
は
朝
ま
で
に
到
着
、
引
受
け
た
郵
便
物
を
午
前
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
午

後
と
、
一
日
二
回
配
達
し
て
い
た
。

当
時
の
郵
便
局
に
は
ま
だ
車
両
の
配
備
が
な
く
、
配
達
作
業
の
機
動
力
は
自
転
車
で
あ

っ
た
。
砂
利
道
の
町
道
や
農
道
に
は
坂
が
多
く
、
自
転
車
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
作
業

柄
乗
り
降
り
が
激
し
い
た
め
特
に
サ
ド
ル
の
バ
ネ
の
損
傷
が
多
く
あ
っ
た
。
市
外
区
の
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配
達
途
中
で
サ
ド
ル
の
破
損
と
パ
ン
ク
は
現
在
の
よ
う
な
連
絡
方
法
の
な
い
頃
だ
っ
た

の
で
そ
こ
か
ら
自
転
車
を
押
し
て
の
配
達
に
な
り
配
達
員
泣
か
せ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
冬
期
間
は
郵
便
物
の
入
っ
た
大
き
な
補
助
袋

を
背
負
っ
て
馬

（
リ
ュ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
）

そ
り
道
を
辿
り
、
馬
そ
り
道
の
な
い
と
こ
ろ
は
担
い
で
き
た
ス
キ
ー
を
着
け
て
の
配
達

で
あ
っ
た
。

（

）

（
一
九
六
四
）

新
得
局
の
機
動
車

自
動
二
輪
車

配
備
が
本
格
化
し
た
の
は
三
十
九
年

か
ら
で
、
三
十
五
年
頃
の
町
内
に
は
ま
だ
自
家
用
乗
用
車
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
四
輪
車

両
を
保
有
し
て
い
た
の
は
日
通
、
横
山
産
業
、
卸
し
市
場
な
ど
で
あ
っ
た
。

集
配
受
持
ち
区
域

(

五)

市
内

一
区

市
街
地
の
南
二
丁
目
通
り
か
ら
北
側
、
番
外
地
、
学
校
通
り

二
区

市
街
地
の
南
二
丁
目
通
り
か
ら
南
側
、
拓
鉄
、
線
路
西
側
西
一
線

市
外

一
区

新
得
橋
か
ら
北
、
基
線
六
三
公
住
、
福
山

＊
福
山
小

二
区

西
二
線
か
ら
西
側
広
内
、
種
畜
場

三
区

南
新
得

四
区

佐
幌
三
号
道
路
か
ら
南

五
区

佐
幌
三
号
道
路
か
ら
北
、
七
号
道
路
ま
で
、
＊
佐
幌
小

六
区

佐
幌
七
号
道
路
か
ら
上
佐
幌
一
五
号
道
路
ま
で
、
＊
上
佐
幌
小

七
区

北
新
得
（
一
四
区
の
一
部
、
一
五
区
）

請
負
区

上
佐
幌
一
五
号
道
路
か
ら
北

冬
期
間
は
一
区
増
区
さ
れ
た
。
請
負
区
は
通
年
請
負
で
三
十
五
年
頃
は
湯
浅
勝
義

と
請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。

（
湯
浅
亮
前
町
議
会
議
長
の
父
）

郵
便
差
出
箱

ポ
ス
ト

の
設
置
場
所

（
六
）

（

）

○
市
内
区
＝
局
前
、
駅
前
、
森
本
商
店
、
石
井
商
店
、
末
広
屋
商
店

（

）

（
佐
幌
三
号
）

（
上
佐

○
市
外
区
＝
宮
崎
商
店

広
内

、
石
畑
久
成
宅

、
湯
浅
貢
宅

幌
基
線
）

三
．
郵
袋
受
渡
し
拠
点
の
新
得
局

昭
和
三
十
五
年
頃
の
新
得
駅
は
客
車
の
全
便
停
車
駅
で
あ
り
、
客
車
に
連
結
し
た
郵

便
車
へ
の
郵
袋

郵
便
物
の
入
っ
た
袋

の
積
み
卸
し
作
業
と
拓
鉄
へ
の
郵
袋
託
送
作

（

）

業
を
新
得
局
が
行
っ
て
い
た
。
郵
便
車
に
は
鉄
道
郵
便
局
の
職
員
が
乗
務
し
て
い
て
、

根
室
本
線
の
拠
点
局
で
あ
る
富
良
野
、
新
得
、
帯
広
、
十
勝
池
田
局
と
の
受
渡
し
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
日
中
の
各
駅
停
車
の
場
合
は
、
各
駅
で
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
便
局
が
郵
便

車
の
乗
務
員
へ
積
み
卸
し
作
業
を
行
う
が
、
夜
間
等
通
過
駅
と
な
る
芽
室
か
ら
幾
寅
間

の
沿
線
各
局
の
郵
袋
は
一
旦
新
得
局
に
持
ち
込
ま
れ
、
あ
ら
た
め
て
各
駅
停
車
の
郵
便

積
み
替
え
ら
れ
て
い
た
。

局
と
駅
間
の
郵
袋
運
送
は
リ
ヤ
カ
ー
で
行
っ
て
い
た
が
、
年
末
年
始
の
繁
忙
期
に
な

る
と
往
復
を
繰
り
返
し
、
持
ち
込
ま
れ
た
郵
袋
で
郵
便
事
務
室
は
足
の
踏
み
場
も
な
い

ほ
ど
だ
っ
た
。
新
得
局
へ
持
ち
込
ま
れ
た
郵
袋
は
、
次
便
に
積
み
替
え
る
郵
袋
、
各
駅

停
車
の
局
へ
送
る
郵
袋
の
処
理
作
業
を
行
い
、
さ
ら
に
開
披
し
た
郵
袋
か
ら
取
り
出
し

た
郵
便
物
の
区
分
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

新
得
局
は
郵
袋
受
渡
し
の
拠
点
と
し
て
周
辺
十
五
局
を
受
け
持
っ
て
い
た
。

現
在
の
郵
便
番
号
の
三
け
た
部
分
は
親
番
号
と
い
わ
れ
全
国
の
大
規
模
局
、
あ
る
い
は

拠
点
局
ご
と
に
付
定
さ
れ
て
い
た
。
新
得
局
の
「
〇
八
一
」
は
そ
の
拠
点
局
と
し
て
の

名
残
り
で
あ
る
。

新
得
局
は

「
列
車
受
渡
便
」
表
の
と
お
り
郵
便
車
が
夜
間
に
集
中
し
て
お
り
、
こ

、

れ
に
対
応
す
る
た
め
夜
十
時
の
出
勤
時
間
が
あ
っ
た
。
夜
十
時
の
出
勤
時
間
は
郵
政
省

の
就
業
規
則
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
運
用
し
て
い
た
の
は
全
国
で
新
得
局
が
一
局
の
み

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
駅
構
内
に
お
け
る
郵
袋
の
取
り
扱
い
は
「
上
り
便
」
の
時
は
跨
線
橋
を
渡
っ

て
二
番
ホ
ー
ム
へ
持
ち
運
ぶ
規
則
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
態
と
し
て
何
十
個
の
郵
袋
を

跨
線
橋
を
渡
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
駅
側
の
黙
認
に
よ
り
列
車
通
過
後
に
線
路

を
渡
っ
て
郵
袋
を
運
ん
で
い
た
。

四
一
年
（
一
九
六
六

、
拓
鉄
線
新
得
ー
東
瓜
幕
間
の
営
業
区
間
縮
小
に
伴
い
、
同

）

区
間
の
郵
袋
取
扱
い
託
送
業
務
は
廃
止
さ
れ
、
自
動
車
便
に
切
り
替
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
鉄
道
に
よ
る
郵
袋
の
受
渡
し
は
、
五
十
四
年

八
月
の
輸
送
方

（
一
九
七
九
）

式
改
廃
に
よ
り
全
国
的
に
専
用
自
動
車
便
に
切
り
替
わ
り
、
新
得
局
の
拠
点
局
と
し
て

の
役
目
も
終
わ
っ
た
。

郵
袋
受
渡
し
受
持
局

（
一
）

富
良
野
局

幾
寅

ト
マ
ム

落
合

新

得

局屈
足

鹿
追

瓜
幕

東
瓜
幕

清
水

熊
牛

旭
山

御
影

上
美
生

美
生

芽
室

祥
栄

帯

広

局
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列
車
受
渡
便

（
二
）新

得
駅
受
渡
時
刻

郵
便
車
便
名

郵
袋
受
渡
区
間

備
考

電
報
は
二
十
四
時
間
配
達
体
制
で
、
深
夜
の
配
達
料
金
は
割
増
に
な
っ
て
い
た
。
冬

〇
時
三
〇
分
頃

滝
釧
上
２
便

釧
路
ー
滝
川
間

の
深
夜
の
新
内
方
面

造
材
飯
場
な
ど

あ
て
の
電
報
は
徒
歩
の
配
達
に
な
り
、
帰
り
は

（

）

一
時
一
五
分
頃

滝
根
上
便

根
室
ー
滝
川
間

急
行
「
ま
り
も
」

夜
明
け
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
困
難
を
極
め
た
。

二
時
三
〇
分
頃

滝
根
下
便

滝
川
ー
根
室
間

同
右

な
お
、
新
内
局
は
小
規
模
局
の
た
め
電
報
配
達
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

四
時
頃

滝
釧
下
１
便

滝
川
ー
釧
路
間

（

）

（

）

五
時
台

新
東
下
１
便

新
得
ー
東
瓜
幕
間

託
送

拓
鉄
委
託

和
文
通
話
表

無
線
局
運
用
規
則

七
時
台

幾
新
上
便

新
得
ー
幾
寅
間

託
送

駅
委
託

ア

朝
日
の
ア

カ

為
替
の
カ

サ

サ
ク
ラ
の
サ

（

）

九
時
台

滝
釧
下
２
便

滝
川
ー
釧
路
間

イ

イ
ロ
ハ
の
イ

キ

切
手
の
キ

シ

新
聞
の
シ

一
三
時
台

滝
釧
上
１
便

釧
路
ー
滝
川
間

ウ

ウ
サ
ギ
の
ウ

ク

倶
楽
部
の
ク

ス

ス
ズ
メ
の
ス

一
三
時
三
〇
分
頃

新
東
上
１
便

東
瓜
幕
ー
新
得
間

託
送

拓
鉄
委
託

エ

英
語
の
エ

ケ

景
色
の
ケ

セ

世
界
の
セ

（

）

一
五
時
台

新
東
下
２
便

新
得
ー
東
瓜
幕
間

同
右

オ

大
阪
の
オ

コ

子
ど
も
の
コ

ソ

ソ
ロ
バ
ン
の
ソ

一
八
時
台

新
東
上
２
便

東
瓜
幕
ー
新
得
間

同
右

一
八
時
三
〇
分
頃

幾
新
下
便

幾
寅
ー
新
得
間

託
送

駅
委
託

タ

タ
バ
コ
の
タ

ナ

名
古
屋
の
ナ

ハ

葉
書
の
ハ

（

）

チ

千
鳥
の
チ

ニ

日
本
の
ニ

ヒ

日
高
の
ヒ

ツ

鶴
亀
の
ツ

ヌ

沼
津
の
ヌ

フ

富
士
山
の
フ

（
電
報
の
送
受
信
と
配
達
）

テ

手
紙
の
テ

ネ

ネ
ズ
ミ
の
ネ

ヘ

平
和
の
ヘ

四
、
委
託
業
務

電
信
中
継
局
の
清
水
局
と
電
報
の
送
信
、
受
信
を
行
っ
て
い
た
。
清
水
局
は
中
継
親

ト

東
京
の
ト

ノ

野
原
の
ノ

ホ

保
険
の
ホ

局
の
釧
路
報
話
（
＝
電
報
電
話
局
）
へ
、
釧
路
は
全
国
の
報
話
局
に
中
継
し
て
い
た
。

三
十
二
年

頃
ま
で
は
モ
ー
ル
ス
通
信
に
よ
っ
て
送
受
信
が
行
わ
れ
て
い
た

マ

マ
ッ
チ
の
マ

ラ

ラ
ジ
オ
の
ラ

ン

お
終
い
の
ン

（
一
九
五
七
）

が
、
そ
の
後
は
、
専
用
電
話
回
線
に
よ
り
「
和
文
通
話
表
」
を
使
っ
て
行
っ
て
い
た
。

ミ

三
笠
の
ミ

リ

リ
ン
ゴ
の
リ

゛

濁
点

新
得
局
の
電
信
用
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
「
カ
ナ
」
打
ち
で

「
朝
日
の
ア

の
よ
う

ム

無
線
の
ム

ル

留
萌
の
ル

゜

半
濁
点

、

」

に
一
文
字
一
文
字
読
み
上
げ
、
さ
ら
に
道
銀
、
市
場
な
ど
商
売
取
引
き
で
打
電
さ
れ
る

メ

明
治
の
メ

レ

礼
文
の
レ

ー

長
音

も
の
は
、
反
復
し
て
確
認
し
誤
謬
の
な
い
よ
う
に
正
確
を
期
し
て
い
た
。

モ

モ
ミ
ジ
の
モ

ロ

ロ
ー
マ
の
ロ

、

区
切
り
点

電
報
の
電
文
文
字
数
が
多
い
と
当
然
料
金
が
高
く
な
る
の
で
取
引
き
な
ど
で
は
文
字

ヤ

大
和
の
ヤ

ワ

わ
ら
び
の
ワ

」

段
落

数
を
少
な
く
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
ウ
ナ
ヘ
ン
マ
ツ
」
は

「
ウ

ユ

弓
矢
の
ユ

ヰ

井
戸
の
ヰ

（

下
向
き
括
弧

、

ナ
」
は
至
急
で
「
至
急
返
事
が
欲
し
い
」
と
い
う
内
容
に
な
る
し
、
あ
ら
か
じ
め
決
め

ヨ

余
市
の
ヨ

ヱ

カ
ギ
の
あ
る
ヱ

）

上
向
き
括
弧

て
あ
る
暗
号
で
文
字
数
を
少
な
く
し
て
発
信
す
る
会
社
も
あ
っ
た
。

五
、
新
得
局
舎
の
変
遷
等

新
築
等
年
月
日

所
在
地

敷
地
面
積

建
物
形
態

床
延
べ
面
積

明
治
四
一
年

四
月
開
局

本
通
南
一
丁
目
に
設
置

不
明

四
四
年
一
〇
月
新
築

一
条
南
一
丁
目
に
移
転

七
九
二
・
〇
〇
㎡

不
明

大
正
一
一
年
一
二
月
新
築

木
造
平
屋
建
て

一
八
三
・
七
八
㎡

昭
和
三
二
年

八
月
新
築

木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
建
て

平
面
略
図
次
ペ
ー
ジ
）

三
二
八
・
二
八
㎡

（

五
六
年
一
一
月
新
築

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
二
階
建
て

五
五
一
・
〇
〇
㎡

大
正
一
一
年
、
昭
和
五
六
年
築
は
町
史
百
年
史
に
そ
れ
ぞ
れ
局
舎
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
伝
え
残
し
て
お
き
た
い
こ
と

昭
和
三
十
二
年

建
築
の
局
舎
平
面
略
図
（
間
取
り
図
）
と
庁
舎
写
真

（
一
九
五
七
）

☆
三
十
五
年
頃
の
新
得
駅
二
番
ホ
ー
ム
に
売

「

」

。

店
を
兼
ね
た

立
ち
喰
い
そ
ば

が
あ
っ
た

鈍
行
の
停
車
時
間
に
多
く
の
乗
客
が
下
車
し

て
食
べ
て
い
た
が
、
地
下
食
堂
の
そ
ば
の
旨

庁
舎
写
真
撮
影
位
置

一

条

通

り

い
の
は

通

の
間
で
は
評
判
だ
っ
た
。
新

“

”

得
で
受
渡
し
す
る
鉄
道
郵
便
局
の
乗
務
員
は

滝
川
ー
帯
広
間
を
担
当
し
て
い
た
が
、
乗
務

員
た
ち
も
新
得
の
そ
ば
の
評
判
を
知
っ
て
い

穀

⇔

て
、
新
得
局
員
は
「
下
り
便
」
の
時
に
頼
ま

米

館

お
客
様
出
入
口

電
信
台

風
呂
場

門
扉

物
品
庫

れ
、
翌
日
の
帰
り
の
「
上
り
便
」
で
そ
ば
を

炭

旅

⇔

公
衆
室

郵
便
窓
口

休
憩
室

便
所

鉄
道
乗
務
員
に
手
渡
し
て
い
た
☆
「
そ
ば
ど

石

屋

風
除
室

湯
沸
室

こ
ろ
新
得
」
は
最
近
の
話
し
だ
が
、
郵
便
局

川

り

城

公
衆
電
話
室

自
転
車
車
庫

で
は
四
十
年
代
か
ら
新
そ
ば
を
使
っ
た
「
そ

平

通

宮

廊
下

職
員
通
用
口

ば
会
」
を
や
っ
て
い
た
。
日
曜
の
朝
か
ら
そ

目

貯
金
・
保
険
窓
口

区
分
台

ば
打
ち
を
は
じ
め
、
構
内
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を

丁

郵
便
事
務
室

設
置
し
て
ゆ
で
た
り
ダ
シ
取
っ
た
り
の
そ
ば

２

外
勤
事
務
室

倉
庫

会
は
、
郵
便
局
界
隈
で
は
ち
ょ
っ
と
知
ら
れ

南

庶
務
会
計
事
務
室

た
秋
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
☆
ど
こ
の
農
家
で

石
炭
庫

も
ニ
ワ
ト
リ
、
犬
な
ど
は
放
し
飼
い
で
、
エ

⇔

サ
を
与
え
な
く
て
も
家
の
周
り
で
ミ
ミ
ズ
や

電
話
交
換
室

運
送
便
出
入
口

な
に
か
を
食
べ
て
い
た
。
た
だ
、
犬
の
中
に

台

は
噛
み
つ
く
の
が
い
て
馴
染
み
の
な
い
郵
便

換

局
長
室

配
達
員
が
配
達
に
行
っ
た
時
は
被
害
に
あ
っ

交

て
い
た
☆
三
十
年
代
の
郵
便
局
の
年
末
は
、

十
二
月
上
旬
は
歳
暮
な
ど
の
小
包
の
引
受

休
憩
室

電
電
駐
在

構

内

け
、
十
五
日
以
降
は
年
賀
ハ
ガ
キ
の
区
分
、

詰
所

。

、

小
包
の
配
達
等
で
繁
忙
を
き
わ
め
た

特
に

内
地
か
ら
の
出
稼
ぎ
の
人
た
ち
が
ア
キ
ア
ジ

を
歳
暮
な
ど
で
送
る
の
が
多
く
、
こ
れ
を
ア

隣
地
境
界
と
は
二
ｍ
以
上
の
段
差
が
あ
り

キ
ア
ジ
専
用
箱
に
入
れ
長
い
郵
袋
に
一
本
づ

石
垣
で
区
切
ら
れ
て
い
た
。

つ
入
れ
内
地
あ
て
に
発
送
し
て
い
た
☆
三
十

五
年
頃
の
荷
物
の
輸
送
方
法
は
大
き
い
物
は

鉄
道
の
小
荷
物
、
小
さ
い
物
は
郵
便
局
の
小

包
し
か
な
く
、
当
時
の
運
輸
省
と
郵
政
省
の

寡
占
で
あ
っ
た
。


